
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

製 

造 

業 

前期  -11.4 業況ＤＩ（△11.4→△13.0）は前期並の悪化幅で推移しました。売上額（△11.1

→△9.5）は前期同様の減少傾向が続き、収益（△18.0→△16.1）も前期並の減

益幅で推移しました。 

来期の業況（△8.0 予想）は悪化幅が若干縮小すると予想しています。売上額（△

6.7 予想）と収益（△13.7 予想）は多少改善すると見ています。 

今期  -13.0 

来期  -8.0 

卸 

売 

業 

前期  -7.5 
業況 DＩ（△7.5→△7.7）は前期並の悪化幅が続きました。売上額（△3.4→△

3.7）は前期同様変化なく推移しましたが、収益（3.7→1.1）は増勢がわずかに後

退しました。 

来期の業況（△10.9 予想）は悪化幅が若干拡大すると予想しています。売上額

△13.5 予想）は減少傾向を大きく強め、収益（△19.1 予想）は極端に下降し水

面下に大きく落込むと見ています。 

今期  -7.7 

来期  -10.9 

小 
売 

業 

前期  -22.5 
業況 DＩ（△22.5→△11.2）は水面下ながら大幅に持ち直しました。売上額△

17.0→△9.7）と収益（△30.4→△14.0）も減少・減益傾向が大幅に改善しまし

た。 

来期の業況（△14.1 予想）はわずかに悪化傾向が強まると予想しています。売

上額（△10.5 予想）は今期同様の減少幅で推移しますが、収益（△17.6 予想）

は減益傾向が多少強まると予想しています。 

今期  -11.2 

来期  -14.1 

業 

前期  7.2 業況 DＩ（7.2→△7.8）は大きく後退し悪化に転じました。売上額（15.5→△

3.5）と収益（9.8→△8.4）も増加傾向が大幅に後退し水面下に落込みました。 

来期の業況（△9.6 予想）は今期並の悪化幅で推移し、売上額（△5.2 予想）も

今期同様の減少傾向が続くと見ていますが、収益（△11.0 予想）は若干減益傾向

が強まると予想しています。 

今期  -7.8 

来期  -9.6 

建 

設 

業 

前期  1.2 
業況 DＩ（1.2→0.2）は前期同様変化なく推移しました。売上額（10.6→3.6）

と受注残（11.0→2.2）は増加傾向が大きく後退しました。 

来期の業況（△3.9 予想）はわずかに悪化に転じると見ています。売上額（△3.3

予想）と受注残（△2.8 予想）も増加から減少に転じると予想しています。 

今期  0.2 

来期  -3.9 

不
動
産
業 

前期  6.4 
業況 DＩ（6.4→8.9）は堅調に推移しました。売上額（6.9→3.7）は増勢が一

服し、収益（0.5→△13.1）は再び増加から減少に大きく落込みました。 

来期の業況（2.4 予想）は増勢がかなり後退すると見ており、売上額（5.4 予想）

と収益（△10.8 予想）はともに今期並の水準で推移すると予想しています。 

今期  8.9 

来期  2.4 
  

江戸川区 
中小企業の景況 

２０２４年７月～９月期 
調査対象 製造業  135 社  卸売業     18 社 

     小売業   60 社  サービス業   46 社 

     建設業   47 社  不動産業    23 社 

                  合 計 329 社 
調査方法 面接聴取法 

調査機関 (一社）東京都信用金庫協会 

分析作成 (株)サーベイリサーチセンター 

本概要版は、2024年９月上旬に調べた景気動向と、これか
ら先の３か月間（2024年10～12月期）をまとめたものです。 
 なお、業績等についてはＤＩ値を中心に分析しています。 

※ Ｄ．Ｉ（Diffusion
ディフュージョン

 Index
インデックス

の略） 
Ｄ．Ｉ（ディーアイ）は、増加（又は「上昇」「楽」など）したと答えた企業割合から、減少（又は「下降」「苦しい」など）した
と答えた企業割合を差引いた数値のことで、不変部分を除いて増加したとする企業と減少したとする企業のどちらの力が強いか
を比べて時系列的に傾向をみようとするものです。 



・原料・燃料費などの高騰で、利幅の縮小が見られ厳しい

業況だったが、値上げ交渉により、少しは収益面の改善

が見られた。（化学工業） 

・お客様の来店周期が長くなり、今まで１か月に１回の人

が、３か月の周期に。（理容業） 
 
【経営上の課題と経営改善等に向けての取組み】 
・コロナ時期の融資が返せるか不安だが、業種の拡大に挑

戦している。（総合工事業） 

・若い人材の確保が難しい状況。残業規制を拡大し、他業

種と変わらない労働時間と高賃金を実現し、若い世代を

確保したい。（設備工事業） 

・人手不足が課題。パートを採用したいが、社会保険料の

問題で躊躇している。（金属製品製造業） 

・事業継承で娘夫婦に会社をバトンタッチし、客層の変化

に対応する。（理容業） 

・少子化を見込んでシルバー層に目を向けた経営に取り組

む。（学習支援業） 

江戸川区の中小企業／業種別景況の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営者から寄せられた声 （2024年7～9月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

江戸川区の企業倒産動向 （2024年7～9月） 

  
                                  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：東京都産業労働局「東京の企業倒産状況」（負債額1000万円以上の倒産 ㈱東京商工リサーチ調べ） 

（単位：件・百万円）

件　数 負債総額 件　数 負債総額 件　数 負債総額

製 造 業 1 30 1 10 1 16
卸 売 業 2 32 1 13 3 113
小 売 業 3 36 1 1,421 1 30
サ ー ビ ス 業 1 10 2 30 2 97
建 設 業 5 1,286 6 132 7 948
不 動 産 業 0 0 2 50 0 0
情 報 通 信 業 ・ 運 輸 業 3 1,018 0 0 2 30
宿泊業,飲食サービス業 3 92 1 27 0 0
そ の 他 0 0 1 50 1 64
合 計 18 2,504 15 1,733 17 1,298

前年同期
2023年7～9月

前　期
2024年4～6月

今　期
2024年7～9月

〔過去５年間の業況Ｄ．Ｉの推移〕　※（D.I＝「増加回答値」-「減少回答値」）

2019
1～3 4～6 7～9 10～12

2020
1～3 4～6 7～9 10～12

2021
1～3 4～6 7～9 10～12

2022
1～3 4～6 7～9 10～12

2023
1～3 4～6 7～9 10～12

2024
1～3 4～6

　
7～9

10～12
(予想)

製 造 業 -7.9 -6.2 -7.7 -12.3 -19.2 -40.2 -40.6 -44.0 -42.5 -44.3 -37.6 -36.0 -34.2 -30.8 -24.2 -21.8 -17.3 -13.4 -8.0 -11.7 -13.5 -11.4 -13.0 -8.0

卸 売 業 -35.8 -28.6 -56.5 -18.1 -11.7 -24.6 -23.3 -14.2 -22.4 -5.1 2.4 -7.5 -7.7 -10.9

小 売 業 -29.9 -30.1 -27.2 -31.7 -28.7 -37.8 -37.1 -33.2 -37.2 -32.7 -35.4 -35.1 -29.5 -22.3 -19.8 -12.9 -14.7 -17.9 -16.6 -10.5 -23.2 -22.5 -11.2 -14.1

サ ー ビ ス 業 -10.5 -5.6 -3.2 -2.2 -11.1 -53.7 -46.8 -42.4 -55.1 -40.1 -32.9 -27.7 -32.2 -25.0 -20.5 -20.0 -22.9 -5.2 -3.9 -9.9 3.6 7.2 -7.8 -9.6

建 設 業 8.7 8.3 17.6 1.8 -6.1 -34.8 -17.4 -24.5 -39.3 -22.3 -24.9 -27.0 -20.6 -29.0 -25.5 -15.6 -21.2 -5.9 -8.0 -3.0 4.0 1.2 0.2 -3.9

不 動 産 業 -14.5 -11.2 -22.7 -4.4 -13.3 -20.0 -21.1 -14.8 -10.9 5.3 -3.2 6.4 8.9 2.4
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(予想)

不動産業

建設業

製造業

サービス業

卸売業

小売業

（Ｄ．Ｉ）

江戸川区 産業経済部 経営支援課 調査計画係 
TEL:03-5662-9014(直通) 

江戸川区の企業倒産動向 

2024年7～9月期の江戸川区の倒産件数は、前期比

13.3％増の17件（前期15件）、負債総額は前期比

25.1％減の12億98百万円（前期17億33百万円）で

した。 

業種別にみると、件数では“建設業”が7件で最も多

く、次いで“卸売業”が3件で続きました。負債総額は

“建設業”が9億48百万円で最も多く、次いで“卸売

業”（1億13百万円）が続きました。 

 

【景況全般について】 
・状況はよいが楽観できない。猛暑の影響で販売予定が

狂ってしまっている。（繊維工業） 

・経済の不透明感から、設備投資が冷え込んでいる。（電気

部品製造業） 

・コロナの影響がなくなり、全体的にはコロナ禍前の景況

感に戻った気がする。（化学工業） 

・金利上昇の想定から受注が冷え込んでおり、先行きが不

透明である。(機械器具卸売業) 

 

【受注・売上・単価・仕事量について】 
・高額商品より、安価な商品を希望するユーザーが増え、

売上金額は減少傾向。（設備工事業） 

・見積価格と市場価格の乖離から入札で不調が続いてお

り、仕事量は低調。（建築材料製造業） 

・保育園に通う幼児が増えたため、午前のレッスンが成り

立たなくなっている。（学習支援業） 

 

 


